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 平成 29 年（2017 年）3 月に中学校学習指導要領が改










































































































 2020 年 11 月上旬から 12 月中旬にかけて，広島大学
附属福山中学校第２学年の男子生徒 60 名（AB 組 40 名
































































































































数より 2 人減らして 5 対 5（フィールドプレーヤー4 人，
ゴールキーパー1 人）と設定した。そして，後述で示す










































































































































































































































































































































































































































































































































図 14 共通する動きの形（ワードクラウド） 
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